
























































Climate Perspective in Japan at 2012
Yasumasa Okochi＊ ,  Miki Ito＊＊ ,  Yuhki Minamoto＊＊＊
　In this investigation, recent climatic change in Japan area is analyzed. The purpose of the present study is to evaluate the 
recent trends of the average temperatures and other weather records（1983-2012）. The annual average temperatures in most 
prefectures are rising at a rate of 3-4℃ /100years and they have a certain degree of relationship with the human activities.  It is 
found that the annual average of the daily maximum, the daily mean and the daily minimum temperatures are rising, and the 
average amount of solar radiation and the sunshine duration are increasing for 30 years. Further, the annual maximum of the 
hourly rainfall intensity is also increasing. It is possible that the global warming has affected the climate in Japan.
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地方 県名 気象官署 四要素 三要素 観測所数
北海道
宗谷支庁 2 9 3 14
上川支庁 1 21 1 23
留萌支庁 2 7 0 9
石狩支庁 0 0 1 1
空知支庁 1 9 0 10
後志支庁 3 8 0 11
網走支庁 3 17 2 22
根室支庁 1 7 1 9
釧路支庁 1 10 1 12
十勝支庁 2 16 1 19
胆振支庁 2 9 0 11
日高支庁 1 7 0 8
渡島支庁 1 8 1 10
檜山支庁 1 4 1 6
東北
青森県 4 18 1 23
岩手県 3 30 1 34
宮城県 2 16 1 19
秋田県 1 23 2 26
山形県 3 17 2 22
福島県 4 25 1 30
関東
茨城県 2 12 0 14
栃木県 2 12 0 14
群馬県 1 12 0 13
埼玉県 2 6 0 8
千葉県 4 10 1 15
東京都 1 6 1 8
東京都（離島） 5 2 4 11
神奈川県 1 4 0 5
中部
新潟県 3 24 2 29
富山県 2 7 1 10
石川県 2 8 1 11
福井県 2 7 1 10
山梨県 2 8 0 10
長野県 5 24 1 30
岐阜県 2 21 0 23
静岡県 7 11 1 19
愛知県 2 9 1 12
近畿
三重県 4 8 0 12
滋賀県 1 8 0 9
京都府 2 6 0 8
大阪府 1 5 3 9
兵庫県 4 15 1 20
奈良県 1 5 0 6
和歌山県 2 10 1 13
中国
鳥取県 3 6 1 10
島根県 3 13 3 19
岡山県 2 13 1 16
広島県 3 16 1 20
山口県 3 12 1 16
四国
徳島県 1 8 0 9
香川県 2 4 1 7
愛媛県 2 12 1 15
高知県 4 11 1 16
九州
福岡県 2 10 2 14
佐賀県 1 4 1 6
長崎県 6 8 6 20
熊本県 4 13 1 18
大分県 2 12 1 15
宮崎県 4 12 1 17
鹿児島県 7 20 6 33
沖縄 沖縄 8 10 12 30
総計 155 685 79 919










Book の Sheet に関係する西暦が入力されている．Form2で
の選択が終わり，集計ボタンを押すと，貼り付けされてい
たデータから Form2で指定されたデータを新しく追加され

















































図 3 Form2 
 
択することが可能である．また，収集期間はプログラム














 30 年間(1983～2012)のデータを使った平均気温の 100
年当たりの上昇率の全観測地点の平均は，3.0±0.9℃であ
り，98%の観測地点でプラスの変化率を示している．±







は明らかで，統計的にも t 検定で t= 3.30 (有意水準 2.5%
では，t >2.05 で有意)と有意である．同様に，気温関係の
上昇率は，日最高気温 4.5±1.0℃/100 年および日最低気












図 4 30 年間(1983-2012)の全国のアメダス 817 観測地点
























図 6 気象官署 137 地点から見積もった 30 年間の移動平























































yave = 0.030x +11.8
R² = 0.280, t=3.30
ymax = 0.045x +16.1
R² = 0.441, t=4.70
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図 6 気象官署 137 地点から見積もった 30 年間の移動平























































yave = 0.030x +11.8
R² = 0.280, t=3.30
ymax = 0.045x +16.1
R² = 0.441, t=4.70




















































図 3 Form2 
 
択することが可能である．また，収集期間はプログラム














 30 年間(1983～2012)のデータを使った平均気温の 100
年当たりの上昇率の全観測地点の平均は，3.0±0.9℃であ
り，98%の観測地点でプラスの変化率を示している．±





えられる．図 5 に，全国 平均気温の経年変化を見てみ
る．変動は見られるものの，気温は上昇傾向にあること
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図 6 気象官署 137 地点から見積もった 30 年間の移動平
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R² = 0.280, t=3.30
ymax  .0 5x +16.1
R² = 0.441, t=4.70
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図 6 気象官署 137 地点から見積もった 30 年間の移動平























































yave = 0.030x +11.8
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R² = 0.441, t=4.70








































































t t= 3.30 ( 2.5%
t >2.05 )
4.5 1.0 /100












4 30 (1983-2012) 817
















































































yave = 0. 30x +1 .8
R² = 0.280, t=3.30
ymax = 0.045x +16.1
R² = 0.4 1, t=4.70
y min= 0.026x +7.8
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られるものの，気温は上昇傾向にあることは明らかで，統
計的にも t 検定で t= 3.30 （有意水準2.5% では，t >2.05で有
意）と有意である．同様に，気温関係の上昇率は，日最高
気温4.5±1.0℃ /100年および日最低気温の年平均値2.6±










































/100 年，年最低気温 5.7±2.1℃/100 年などいずれも上昇
傾向を示し，危険率 5%以下で有意である．これらの変
化傾向は、5 節表 2 に一覧表としてまとめている． 
 ここで，全観測点の年平均気温の期間 1983-2012 の上
昇率 3.0℃/100 年は，期間 1980-2009 の上昇率 4.1±0.9℃









気象台などの気象官署 137 観測点について，1980 年以降
の各年の過去 30 年間の移動平均気温と変化率の経年変
化を図 6に示す．気温は 1990年より上昇を続けているが，
変化率もプラスに転じて増加し，2009 年 4.4℃/100 年を





























図 8 都道府県別平均気温上昇率に対する   



























図 10 気温上昇率(℃/100 年)と森林率(%)の関係  
 上から日最高，日平均，日最低気温の上昇率 
 
図 7 に，平均気温の変化率の都道府県別の分布 12)を示
した．東京都，および隣県の茨城，埼玉，神奈川，その
他大阪府，福岡，鹿児島が大きな上昇率を示している． 





1.0W/m2 増加するごとに変化率は 0.68℃/100 年 す
る．次に，都道府県の人口密度との関係を見てみる．平
均気温上昇 で見ると，1km2 に 1000 人増えると，0.4℃
/100 年 上昇する．人口密度の寄与率は 0.545，t=7.3 と信
頼度は大きい．日最低気温や日最高気温の上昇率も人
密度とともに増大する傾向がある．人口密度が 0 の極限






温上昇率は 0.3℃/100 年 小さくなる．寄与率は 0.356，
t=−5.0 と変化率は有意である．日最高気温，日最低気温
y = 0.6794x + 3.00




















yave = 0.0004x + 2.99
R² = 0.545 t=7.34
ymax = 0.0003x + 4.42
R² = 0.186  t=3.20
ymin = 0.0005x + 2.62




























yave = -0.027x + 4.96
R² = 0.356  t=-4.99
y max= -0.017x + 5.71
R² = 0.120 t=-2.48
ymin = -0.021x + 4.25

























/100 年，年最低気温 5.7±2.1℃/100 年などいず も上昇
傾向を示し，危険率 5%以下で有意である．これらの変
化傾向は、5 節表 2 に一覧表としてまとめている． 
 ここで，全観測点の年平均気温の期間 1983-2012 の上
昇率 3.0℃/100 年は，期間 1980-2009 の上昇率 4.1±0.9℃
/100 年 8)より小さな値となった．30 年間の平均気温の変





最近 30 数年間における気象官署のデ タとアメダス観
測点のデータと比較してみると両グループ間に有意な差
はなかった． そこで長期のデータが蓄積されている地方
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したものである．図 10 から の とともに気温上
昇率の減少が見られ，10%森林率が増加すると，平均気
温上昇率は 0.3℃/100 年 小さくなる．寄与率は 0.356，
t=−5.0 と変化率は有意である．日最高気温，日最低気温
y = 0.6794x + 3.00
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/100 年，年最低気温 5.7±2.1℃/100 年などいずれも上昇
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 相関係数 R が，統計上意味があるのは，データが 30
年間では自由度 29 の t 分布を仮定して有意水準α=0.05







































































図 12 降水量の都道府県別変化率(mm/year) 
 
に，図 11(b)の平均日最大降水量の年極値についても，増










を示している．また 1 時間最大降水量の増加率(図 12(b))
では，九州北部や山口，東京，茨木，神奈川，千葉など
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 相関係数 R が，統計上意味があるのは，データが 30
年間では自由度 29 の t 分布を仮定して有意水準α= .05






化を見てみよう．図 11(a)は 800 前後の全観測地点で平均
した平均年降水量の経年変化である．年降水量の増加率
508±379 m/100 年と や増加傾向が見えるも の変動
が大きいこともあり，t=1.34 と有意とは言えない．同様 
 




























































図 12 降水量の都道府県別変化率( m/year) 
 
に，図 11(b)の平均日最大降水量の年極値についても，増









の県や栃木，福島，秋田，青森などで 8 m/y 以上の増大
を示している．また 1 時間最大降水量の増加率(図 12(b))
では，九州北部や山口，東京，茨木，神奈川，千葉など
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代の風速計は 2010 年に計測高度が 6.5ｍだったものが 10
ｍの高さに変更され，変更前の 2009 年の年平均風速は






































図 15 全天日射量(MJ/m2)の経年変化(折れ線グラフ)と  
観測数(棒グラフ) 
(3)日照時間・全天日射量 









がないため，観測の安定 た 1988 年から 25 年間で回
帰直線を求めた 日照時間は，7.0±2.2 h/年と増加して
おり，t=3.15 の有意な を持っている．全天日射


































 図 16 気圧，相対湿度，水蒸気圧の経年変化(折れ線
グラフ)と観測数(棒グラフ) 
y = 6.9583x + 1497
R² = 0.302 , t = 3.15
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がないため，観測の安定した 1988 年からの 25 年間で回
帰直線を求めた．日照時間は，7.0±2.2 h/年と増加して
おり，t=3.15 の有意な増加傾向を持っている．全天日射


































 図 16 気圧，相対湿度，水蒸気圧の経年変化(折れ線
グラフ)と観測数(棒グラフ) 
y = 6.9583x + 1497
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代の風速計は 2010 年 計測高度が 6.5ｍだったものが 10
ｍの高さに変更され，変更前の 2009 年の年平均風速は
1.0m/s だったが，変更後の 2011 年は 1.4m/s となった． 
 この様に全国の風速の強まりは，風速計の屋上移転や




































図 15 全天日射量(MJ/m2)の経年変化(折れ線グラフ)と  
観測数(棒グラフ) 
(3)日照時間・全天日射量 









がないため，観測の安定した 1988 年からの 25 年間で回
帰直線を求 た．日照時間は，7.0±2.2 h/年と増加して
おり，t=3.15 の有意な増加傾向を持っている．全天日射


































 図 16 気圧，相対湿度，水蒸気圧の経年変化(折れ線
グラフ)と観測数(棒グラフ) 
y = 6.9583x + 1497
R² = 0.302 , t = 3.15
















































 風速 強くなる傾向を示している（図 13）．しかし，
風速は周辺の環境によって影響されやすい．例えば，八
代の風速計は 2010 年に計測高度が 6.5ｍだったものが 10
ｍの高さに変更され，変更前の 2009 年の年平均風速は






































図 15 全天日射量(MJ/m2)の経年変化(折れ線グラフ)と  
観測数(棒グラフ) 
( )日照時間・全天日射量 
 30 年間の日照時間は，1984 年前後で大きな値を持つた
め全体としては減少しているようにも見える（図 14）．
観測数は 1986‐87 年に機 変更工事のため極端に少な
く，図を詳細に見ると，1986 年を境に日照時間は大きく





がないため，観測の安定した 1988 年からの 25 年間で回
帰直線を求めた．日照時間は，7.0±2.2 h/年と増加して
おり，t=3.15 の有意な増加傾向を持っている．全天日射


































 図 16 気圧，相対湿度，水蒸気圧の経年変化(折れ線
グラフ)と観測数(棒グラフ) 
y 6 9583x + 1497
R² = 0.302 , t = 3.15
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代 風速計は 2010 年に計測高度が 6.5ｍだったものが 10
ｍの高 に変更され，変更前 2009 年の年平均風速は





































図 15 全天日射量(MJ/m2)の経年変化(折れ線グラフ)と  
観測数(棒グラフ) 
(3)日照時間・全天日射量 




異なる． 1985 年の 10 月から測器が太陽電池式日照計（旧
型）から太陽電池式日照計（新型）に変更されたのであ
測器の変更は 2005 年 もあり，次は回転式日照計に
変更された．測器変更はあるが，観測 は補正され
たものを使用している．1987 年までのデータには信頼性
がないため，観測の安定した 1988 年からの 25 年間で回
帰直線を求めた．日照時間は，7.0±2.2 h/年と増加して
おり，t=3.15 の有意な増加傾向を持っている．全天日射


































 図 16 気圧，相対湿度，水蒸気圧の経年変化(折れ線
グラフ)と観測数(棒グラフ) 
y = 6.9583x + 1497
R² = 0.302 , t = 3.15

























































































































重決定 R2 標準誤差 係数 標準誤差 ｔ
年降水量（mm/y） 0.06 180 5.08 3.79 1.34 ―
日最大降水量（mm/d） 0.12 12.2 0.505 0.258 1.96 △
１時間最大降水量（mm/h） 0.63 2.12 0.310 0.045 6.91 ▲
年平均気温（℃） 0.28 0.44 0.030 0.009 3.30 ▲
日最高気温（℃） 0.44 0.45 0.045 0.010 4.70 ▲
日最低気温（℃） 0.21 0.44 0.026 0.009 2.76 ▲
年最高気温（℃） 0.11 0.76 0.029 0.016 1.82 △
年最低気温（℃） 0.20 1.01 0.057 0.021 2.67 ▲
年平均風速（m/s） 0.70 0.08 0.014 0.002 8.17 ×
年日照時間（25年間） 0.30 80 6.96 2.21 3.15 ▲
全天日射量（MJ/m2） 0.41 0.34 0.032 0.007 4.39 ▲
平均気圧（hPa） 0.12 0.34 －0.014 0.007 －1.95 ▽
相対湿度（%） 0.22 0.88 －0.052 0.019 －2.82 ▼
水蒸気圧（hPa） 0.08 0.39 0.013 0.008 1.56 △







 海面平均気圧（図 16(a)）は，−1.4±0.7 hPa/100 年，
t=−1.95 とやや減少傾向にある．相対湿度（図 16b）もま
た，−5.2±1.9 %/100 年，t=−2.82 と下降傾向にある．水









































なＲ>0.4 のものは 91 組中 36 組，0.5 以上のものは 23 組
ある．日平均気温，日最高気温，日最低気温などは当然
R>0.94 のお互いに強い相関がある．日射量と日照時間も





















図 17 相関係数が 0.5 以上の主な気象変数間の相関 
 
７．結論 

















































重決定 R2 標準誤差 係数 標準誤差 ｔ
年降水量(mm/y) 0.06 180 5.08 3.79 1.34 ―
日最大降水量(mm/d) 0.12 12.2 0.505 0.258 1.96 △
１時間最大降水量(mm/h) 0.63 2.12 0.310 0.045 6.91 ▲
年平均気温(℃) 0.28 0.44 0.030 0.009 3.30 ▲
日最高気温(℃) 0.44 0.45 0.045 0.010 4.70 ▲
日最低気温(℃) 0.21 0.44 0.026 0.009 2.76 ▲
年最高気温(℃) 0.11 0.76 0.029 0.016 1.82 △
年最低気温(℃) 0.20 1.01 0.057 0.021 2.67 ▲
年平均風速(m/s) 0.70 0. 8 0.014 0.002 8.17 ×
年日照時間（25年間） 0.30 80 6.96 2.21 3.15 ▲
全天日射量(MJ/m2) 0.41 0.34 0.032 0.007 4.39 ▲
平均気圧(hPa) 0.12 0.34 -0.014 0.007 -1.95 ▽
相対湿度(%) 0.22 0.88 -0.052 0.019 -2.82 ▼
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